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令和7年度一般社団法人日本マグネシウム協会事業報告書 

 

令和7年度の一般社団法人日本マグネシウム協会の事業活動内容を以下のとおり報告する。 

 

Ⅰ組織・会員・運営 

1.組織 

令和7年度の一般社団法人日本マグネシウム協会の組織は、以下のとおり。 

令和7年度一般社団法人日本マグネシウム協会組織図 

 

 

2.会員 

2.1 入会・退会 

(1) 入会 
・正会員 1団体 令和7年 4月 一般財団法人カーボンフロンティア機構（団体） 

・個人会員 2名 令和7年 4月 張  濬榮（前・フォックスコン） 

   12月 中村 弘之（前・株式会社東海理化） 

(2) 退会 
・正会員 9社 令和7年 4月 株式会社三峰（ダイカスト・射出成形） 

    権田金属工業株式会社（展伸材） 

    富士工業株式会社（加工） 

  令和7年 6月 有限会社矢花商店（リサイクル・再生） 

  令和7年 12月 セントラル硝子株式会社（機械設備・資材） 

  令和8年 3月 株式会社やまびこ（ダイカスト・射出成形） 

    大日本塗料株式会社（表面処理） 

    北興化学工業株式会社（需要） 

    株式会社宮本製作所（流通） 

・賛助会員 4社 令和7年 4月 ユアサネオテック株式会社 

    株式会社高見 

  令和7年 12月 日東制機株式会社 

  令和8年 3月 株式会社きたむら 
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・個人会員 5名 令和7年 4月 本保 元次郎（千葉工業大学） 

    才川 清二（富山大学） 

    橘  裕史（株式会社知財ビジネスリンク） 

  令和8年 3月 齋藤 嘉一（秋田大学） 

    秀嶋 保利（セイコーエプソン株式会社） 

 

（3）区分変更 

・賛助会員→正会員  株式会社グローバルマグネシウムコーポレーション 

2.2 会員数（令和8年3月時点） 

［部門］ ［数］ ［R7年度増］ [R7年度減] 

正会員 68 社 2 9 

素材部門 6 社 0 0 

リサイクル・再生部門 1 社 0 1 

鋳物部門 5 社 0 0 

ダイカスト・射出成形部門 9 社 1 2 

展伸材部門 8 社 0 1 

加工部門 4 社 0 1 

機械設備・資材部門 8 社 0 1 

表面処理部門 7 社 0 1 

需要部門 8 社 0 1 

流通部門 9 社 0 1 

団体 3 社 1 0 

賛助会員 17 社 0 5 

個人会員 72 名 2 5 

 

3.役員 

3.1 令和7年度・8年度役員 

令和7年度は役員の改選期であり、令和7年6月4日開催の第17回通常総会で以下のとおりに理事を選任した。 

【令和7年度・8年度理事及び監事（順不同・敬称略】 

理事 井上 正士 理事 香川 恭徳 理事 児浪 晃一 

理事 齋藤  一 理事 増渕 茂麿 理事 古塩  健 

理事 今枝 勝行 理事 新田  真 理事 鈴木 貴晴 

理事 松本 敏治 理事 羽切 勝利 理事 天野  毅 

理事 上島 隆史 理事 飯田 英明 理事 中村 元胤 

理事 木皮 和男 理事 清水 和紀 理事 駒井  浩 

理事 鎌土 重晴 理事 太田  潤 監事 木ノ本 裕 

理事 河村 能人 理事 秋本 政弘 監事 菱沼 元太 

理事 相良 隆史 理事 堀  辰男   

 

3.2 会長、副会長、専務理事等 

役員の改選に伴い、第 86 回理事会にて以下のとおり会長、副会長及び専務理事を選任した。木皮理事が副会長に新

任となり、その他の者は再任となった。 

 

会長 井上 正士 （不二ライトメタル株式会社） （再任） 

副会長 齋藤  一 （中央工産株式会社） （再任） 

副会長 今枝 勝行 （株式会社東海理化） （再任） 

副会長 松本 敏治 （株式会社戸畑製作所） （再任） 

副会長 上島 隆史 （株式会社タックトレーディング） （再任） 

副会長 木皮 和男 （株式会社本田技術研究所） （新任） 

専務理事 駒井  浩 （一般社団法人日本マグネシウム協会） （再任） 
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4.会議 

4.1 総会、理事会及び各委員会の開催状況 

委員会等名称 委員長・主査 回数 

総会（通常総会）   1 回 

理事会   5 回 

企画運営委員会 沼  大介 （森村商事） 4 回 

表彰委員会 増渕 茂麿 （筑波ダイカスト工業） 1 回 

学生デザインコンテスト委員会 久保田正広 （日本大学） 1 回 

環境委員会 鎌土 重晴 （長岡技術科学大学） 3 回 

消火器開発委員会 前田 将克 （日本大学） 5 回 

自動車マグネシウム適用拡大委員会 木皮 和男 （本田技術研究所） 3 回 

地金原料部会 上島 隆史 （タックトレーディング） 1 回 

ダイカストJIS原案作成委員会 鎌土 重晴 （長岡技術科学大学） 4 回 

ダイカストJIS原案作成委員会分科会 千野 靖正 （産業技術総合研究所） 2 回 

塩素分析方法標準化委員会 上本 道久 （明星大学） 4 回 

Mg粉末積層造形事業化調査委員会 井上 正士 （不二ライトメタル） 3 回 

合計   37 回 

4.2 総会、理事会及び各委員会の実施内容 

・総会（通常総会） 

令和7年6月4日に第17回通常総会を学士会館及びオンライン（Teams）のハイブリッドで開催し、下記の議題に

ついて審議を行い、承認された。出席社員数は委任状による者を含め57名だった。 

【議題】第1号議案 令和6年度事業報告に関する件 

第2号議案 令和6年度収支決算に関する件 

第3号議案 令和7年度事業計画に関する件 

第4号議案 令和7年度収支予算に関する件 

第5号議案 任期満了に伴う役員の選任に関する件 

・理事会 

5 回開催し、会員の異動、各種事業の実施状況の承認を行った。3 月 5 日開催の第 89 回理事会では、株式会社アイ

シスの担当者から話題提供をいただいた。 

＜話題提供＞ 

第89回理事会（3月5日）「スマート軸受診断機のご紹介」 (株)アイシス 碓井 殿・横田 殿 

・企画運営委員会 

会議は4回開催し、協会事業活動の立案・促進・評価を行うと共に、理事会付議事項について審議検討を行った。別

途でDVD「マグネシウムの特性と正しい取扱い」の更新に関する検討を行った。 

・表彰委員会 

令和7年4月に開催した企画運営委員会と合わせて委員会を行い、令和6年度（第28回）協会賞の受賞者を選定し

た。技術功労賞1件、功績賞1件、奨励賞1件、技術賞1件、優秀安全賞2件を選定した。 

・学生デザインコンテスト委員会 

令和8年2月に開催した企画運営委員会と合わせて委員会を行い、第35回学生マグネシウムデザインコンテストの

入賞作品5件を選定した。 

・環境委員会 

4回開催し、マグネシウム製品の製造工程におけるCO2排出量の算出について検討を行うとともに、溶解鋳造時の防

燃ガスが関係する欧州 PFAS 規制に関する検討を行った。10 月 24 日開催の 2025 年度第 3 回委員会では、株式会社

Atomisの担当者から話題提供をいただいた。 

＜話題提供＞ 

2025年度第3回環境委員会（10月24日） 

「SF6回収のご提案 マグネシウム鋳造の排ガスからのSF6回収」 (株)Atomis 大西 殿 
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・消火器開発委員会 

5回開催し、マグネシウム火災の消火への効果が期待される消火剤「AVD」について、使用時の安全性を考慮した消

火試験を継続し、実用化に向けた検討を行った。消火剤噴霧後に一瞬火勢が強まる課題が解決せず、AVD に関しては

一旦検討を保留することとした。 

・自動車マグネシウム適用拡大委員会 

2014～2018年度に実施し、溶湯難燃マグネシウム合金の開発を行った委員会を再開した。委員会は3回開催し、溶

湯難燃マグネシウム合金の普及促進のためのPR活動、各種データの更新作業、自動車業界の動向調査等の実施につい

て検討を行った。 

・地金原料部会 

国内におけるマグネシウムの2025年の需要実績及び2026年の需要予測を取りまとめた。 

・ダイカストJIS原案作成委員会・分科会 

JIS H 2222：ダイカスト用マグネシウム合金地金、JIS H 5303：マグネシウム合金ダイカストの改正作業を行った。 

・塩素分析方法標準化委員会 

経済産業省の委託事業「省エネルギー等国際標準開発」による委員会で、マグネシウム材料中の塩素量を測定する分

析方法の国際標準（ISO）を開発するための各種調査、共同分析試験等を実施した。 

・Mg粉末積層造形事業化調査委員会 

(株)戸畑製作所が行う、文部科学省のA-STEP事業における外注調査を実施するための委員会で、マグネシウム粉末

による積層造形技術の事業化に向けての課題等の検討を行った。 

 

Ⅱ事業活動 

1.標準化事業 

1.1 JISへの対応 

マグネシウム材料に関するJISの国内審議団体として、以下のとおりに規格の改正、見直しに対応した。 

(1) マグネシウム合金ダイカストに関するJISの改正 

日本規格協会の2025年度JIS原案作成公募制度区分B（令和7年7月～令和8年2月）により、マグネシウム合

金ダイカストに関する下記2件のJISの改正作業を実施した。 

・JIS H 2222 ダイカスト用マグネシウム合金地金 

・JIS H 5303 マグネシウム合金ダイカスト 

(2) JIS見直しに関する件 

JISは5年毎に規格の見直しを行うことになっており、令和8年度に見直し時期となる下記4件のマグネシウム関

連のJISについて調査し、全て「確認」で答申した。 

JIS H 1322 マグネシウム及びマグネシウム合金－スパーク発光分光分析方法 

JIS H 2150 マグネシウム地金 

JIS H 8651 マグネシウム及びマグネシウム合金の化成皮膜及び陽極酸化皮膜 

JIS Z 3336 マグネシウム合金の溶加棒及び溶接ワイヤ 

1.2 ISOへの対応 

マグネシウム材料に関する ISOの規格を審議する ISO/TC79/SC5（TC79：軽金属の規格を扱う技術委員会、SC5：

マグネシウム材料の規格を扱う委員会）の国内審議団体として、以下のとおりに日本や各国からの規格提案に対応して

いる。分析規格を扱う ISO/TC79/SC5 の WG4 では、2018 年から上本教授（明星大学）がコンビナーを務めている。 

(1) ISO/TC79及び ISO/TC79/SC5国際会議への対応 

毎年、関係各国で開催している ISO/TC79 関連の国際会議が 10 月にアメリカ・アーリントンの The Aluminum 

Associationで開催され、以下の会議が行われた。 

・TC79/SC5/WG4（分析のWG、コンビナー：日本）10月13日(月)  

・TC79/SC5（議長・幹事：中国）10月14日(火) 



5 

 

・TC79（議長・幹事：フランス）10月16日(木) 

現地出席：上本氏（明星大・WG4コンビナー）、山崎氏（戸畑製作所／日本マグネシウム協会）、 

駒井（日本マグネシウム協会） 

オンライン出席：千野氏（産業技術総合研究所）、浅野氏（茨城県産業技術イノベーションセンター）、 

萩原氏（工学院大学） 

(2) 規格提案への対応 

ISOに提案されている主なマグネシウム関連について、以下のとおり規格提案について対応している。 

・WD22177：日本提案の ICP発光分光分析法による希土類6元素（Y, Gd, Ce, La, Nd, Pr）の分析方法。 

国際共同分析試験の実施に対応した。 

・WD22202：中国提案の ICP発光分光分析法による多元素（Ag, Al, Be, Ca, Cd, Cr, Cu, Fe, Li, Mn, Na, Ni, 

Pb, Sn, Sr, Ti, Zn, Zr）の分析方法。国際共同分析試験への協力に対応した。 

・DIS 22230：中国提案のリン酸塩化成皮膜に関する規格。課題はあるが規格化は問題ないと対応した。 

・DIS 22233：中国提案のマグネシウム合金ダイカストに関する規格。内容に課題があり日本は規格化に反対した

が、規格化へと進捗することとなった。 

・DIS 3116：従来からある展伸材の規格。日本から改正提案し、改正版発行へと進捗することとなった。 

1.3 マグネシウム材料中の塩素分析方法の標準開発 

経済産業省の「省エネルギー等国際標準開発」の委託事業において、マグネシウム材料中の塩素の分析方法の国際標

準を開発するための調査・共同分析試験等を実施した。令和 8 年度に ISO へ提案する計画で、ISO の規格原案を作成

する。 

1.4 他団体が管轄する規格への対応 

・ステンレス協会が国内審議団体となっている、金属材料の腐食に関する規格を扱う ISO/TC156に関連する委員会に

事務局が参加。耐食性試験後の腐食生成物除去方法にマグネシウムの規定があることなど、マグネシウムが関連す

る部分があり ISO 8407（金属材料の腐食生成物除去方法）の改正、同規格のJIS化（JIS Z 2385として新規制

定）などに対応した。 

・日本溶接協会、軽金属溶接協会が担当するJIS Z 3270（ろう付用材料の規格）の新規制定について、対応国際規格

となる ISO17672にマグネシウム合金のろう材（AZ92合金に近似の1種類のみ）が含まれている関係で、事務局

が関連する分科会に参加し、規定内容の確認・修正等に対応した。 

・スガウェザリング技術振興財団が担当するJIS Z 2371（塩水噴霧試験方法）の改正について、スガウェザリング技

術振興財団からの依頼により事務局が関連するJIS原案作成委員会分科会に参加し、改正原案作成に対応した。 

 

2. 研究開発事業・技術開発事業 

2.1 マグネシウムの製錬研究に関する調査 

令和 5 年度までに実施した「NEDO 先導研究プログラム」の委託事業により研究した電解法による国内でのマグネ

シウム製錬実施について、先導研究の後継となる製錬研究のプロジェクト化のため、製錬工程や周辺技術等に係る調査、

検討を継続して実施した。 

2.2 マグネシウム合金粉末による積層造形に関する調査 

(株)戸畑製作所が実施する科学技術振興機構（JST）の「研究開発最適支援プログラム（A-STEP）」の外注事業とし

て、マグネシウム合金粉末による積層造形体の事業化に関する調査を実施した。Mg粉末積層造形事業化調査委員会に

より、有識者より金属積層造形に関する業界動向、技術開発事例等の情報を収集した。 

 

3. 人材育成事業 

3.1 学生マグネシウムデザインコンテストの実施 

主に工業系の学校に所属する学生各位からマグネシウムの特性を生かした製品、デザインを募集し優れた作品を表彰

する第 35 回学生マグネシウムデザインコンテストを実施した。応募は製作部門 3 件、デザイン部門 34 件で、学生デ

ザインコンテスト委員会等による審査の結果、下表のとおり5件を入賞作品とした。表彰式は令和8年3月26日に機

械振興会館で行った第26回会員情報交流会の中で実施した。 
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第35回学生マグネシウムデザインコンテスト入賞作品 

部門 賞 作品名 所属 応募者氏名 

製作 

3席 新素材のマイコンカーシャーシ製作 熊本県立八代工業高等学校 城戸 佑斗・浦中 絢友・吉田 蓮 

努力賞 小型スピニングリール用軽量スプール 有明工業高等専門学校 山村 優太 

奨励賞 自動車用マグネシウムシフトノブ 有明工業高等専門学校 バラーシュ 怜央 

デザイン 
奨励賞 マグネシウム折りたたみ椅子 茨城工業高等専門学校 片庭 宗悟 

アイデア賞 中身守る君 富山高等専門学校 長谷川 奈月 

 

3.2 令和7年度齋藤マグネシウム学生奨学金の交付 

中央工産(株)からのご支援により実施している、諸学会の講演大会などでマグネシウムに関する研究発表を行う博士

課程までの学生を対象に交付する齋藤マグネシウム学生奨学金は、下記のとおり、対象としたテーマに対して応募があ

った上期4件、下期5件に交付した。 

令和7年度齋藤マグネシウム学生奨学金 募集研究テーマ・交付先 

■令和7年度齋藤マグネシウム学生奨学金募集研究テーマ 

①マグネシウムの製錬・リサイクル・合金開発に関する研究 

②マグネシウム合金鋳造材・展伸材の材料開発・製造技術・特性向上に関する研究 

③マグネシウム合金の二次加工（接合・表面処理など）に関する研究 

④マグネシウム材料・製品の分析方法・特性評価方法に関する研究 

No. 発表場所 発表タイトル 所属 氏名 指導教官 

上
期 

1 
軽金属学会第148回春期大会 

北九州国際会議場 

AZ91Dマグネシウム合金とエンプラの接着接合お
よび一体成形に及ぼす各種表面処理の影響 
※募集テーマ③に該当 

広島工業大学 
大学院工学系研究科 
機械システム工学専攻 

杉田 翔英 日野 実 

2 
軽金属学会第148回春期大会 

北九州国際会議場 

Mg-6Al-1Zn-2Ca合金の強度と耐食性 向上のため
の蒸気コーティングを利用した プロセスの開発 
※募集テーマ③に該当 

芝浦工業大学 
理工学研究科 
材料工学専攻 

大内 光里 石崎 貴裕 

3 
軽金属学会第148回春期大会 

北九州国際会議場 

蒸気コーティング法の蒸気源の再利用がAZ91D ﾏｸﾞ
ﾈｼｳﾑ合金上に作製した皮膜の耐食性に及ぼす影響 
※募集テーマ③に該当 

芝浦工業大学 
理工学研究科 
材料工学専攻 

厚海 有紀 石崎 貴裕 

4 

表面技術協会 

第152回講演大会 
福岡工業大学 

AZ91D合金への熱処理が蒸気コーティングで作製
した皮膜の耐食性に及ぼす影響 
※募集テーマ③に該当 

芝浦工業大学 
理工学研究科 
材料工学専攻 

福原 康太 石崎 貴裕 

下
期 

1 
軽金属学会第149回秋期大会 

横浜国大・常盤台キャンパス 

単ロール式急冷凝固法により作製したマグネシウム／アルミニウム
クラッド薄帯のサイクル特性に及ぼす圧延加工の影響 

※募集テーマ②に該当 

富山大学大学院 

理工学研究科 理工学専攻 

マテリアル科学工学プログラム 

原 一希 会田 哲夫 

2 
軽金属学会第149回秋期大会 

横浜国大・常盤台キャンパス 

マグネシウム蓄電池用Mg-Al-Ca-Si合金薄帯の電気化学特

性に及ぼす圧延加工温度の影響 

※募集テーマ②に該当 

富山大学大学院 

理工学研究科 理工学専攻 

マテリアル科学工学プログラム 

松本 泰知 会田 哲夫 

3 
軽金属学会第149回秋期大会 

横浜国大・常盤台キャンパス 

熱処理による第2相粒子制御が難燃性Mg合金AZX611鋳
造材の組織と力学特性に及ぼす影響 

※募集テーマ②に該当 

富山大学大学院 

理工学研究科 

理工学専攻 

福埜 光一 伊藤 勉 

4 
軽金属学会第149回秋期大会 

横浜国大・常盤台キャンパス 

温間圧延と高温焼鈍により作製したAZ31マグネシウム合
金板のプレス成形性 

※募集テーマ②に該当 

富山大学大学院 

理工学研究科 

理工学専攻 

隠地 洋平 岡井 大祐 

5 

令和7年度日本金属学会・日本鉄
鋼協会 北陸信越支部 連合講演会 

長岡技科大 

真空蒸留法によるMg-Al-Zn系合金製塗装部品のリサイク
ル 

※募集テーマ①に該当 

富山高等専門学校 

専攻科 

エコデザイン工学専攻 

南 智也 井上 誠 

 

4. 産業活動 

4.1 SF6ガスの使用量削減のための自主行動計画 

地球温暖化対策として、マグネシウム産業界では、溶解鋳造時に優れた防燃効果を発揮するものの、地球温暖化係数

が極めて大きいSF6ガスを削減するため、下記の自主行動計画により業界一丸となりSF6ガスの使用量削減を進めてき

た。その結果、2011 年には使用量 2000 年比 80%以上削減の目標を達成したが、代替ガスを使用していない事業所で

の SF6ガス使用量増加などにより、2015 年以降は使用量 2000 年比 80%以上削減の目標以下となった。業界として、

更なるSF6ガス使用量削減の強化を図る必要があることから、当会は、環境委員会における検討、講演会や会員情報交

流会における代替カバーガス関連の説明を行うなどの対策を図っている。 
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SF6ガス排出量推移 

年 2000 2007 2010 2013 2016 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

溶解量（t） 14,230 25,069 15,241 12,924 13,206 12,001 11,845 13,224 11,972 11,882 11,897 

SF₆ガス使用量（kg） 42,927 41,540 12,883 6,856 13,817 11,101 12,809 13,806 12,382 9,223 6,865 

１ｔ溶解当たりの使用量（ｋｇ/t） 3.02 1.66 0.85 0.53 1.05 0.92 1.08 1.04 1.03 0.78 0.58 

調査対象事業所数 28 32 34 30 35 35 35 32 32 30 30 

2000年比率（%） / 96.8 30.0 16.0 32.2 25.9 29.8 32.2 28.8 21.5 16.0 

SF6ガス使用量削減に関する自主行動計画 

自主行動計画の目標（2007年改訂、2010年以降継続） 

・2010年末までに、１事業所当たり年間500kg以上のSF6ガスの使用を中止する。 

・SF₆ガス年間排出量を2000年比約80%の削減を図る。 

2025、2030、2040年の目標（2025年設定） 

・1事業所当たり年間500kg以上のSF6ガスの排出中止、SF6ガス総排出量2000年比約80%削減の目標を継続する。 

・SF6ガスの使用量は2024年から年率7%減を目標とし、目標値は2025年約6トン、2030年約4トン、2035年約3ト

ン、2040年約2トンとする。 

（※マグネシウムの溶解量は年率約3%増、SF6ガスの単位使用量は年率約10%減を見込む。） 

 

4.2 欧州PFAS規制への対応 

欧州の ECHA（欧州化学品庁）が新たに開始しようとしている PFAS 規制において、国内においてマグネシウムの

溶解鋳造時に使用する防燃ガスのほとんどが規制対象となっており、環境委員会において令和5年度に募集のあったパ

ブコメに対応し、各種防燃ガスを規制対象外とする要望のコメントを提出していた。令和7年度に、パブコメへの対応

として、マグネシウム業界においては、防燃ガスとして SO2への切替を推奨される旨の回答が ECHA より出された。

今後に2回目のパブコメが実施される方針となっており、再度環境委員会でパブコメに対応することとなった。 

4.3 固定資産税の課税標準の特例に係る証明書発行団体の継続 

当会は、平成 28 年 11 月に中小企業等経営強化法に基づく固定資産税の課税標準の特例に係る証明書発行団体とし

て登録され、令和7年度も発行団体を継続した。必要に応じ、中小企業等経営強化法の経営力向上設備等に係る仕様等

証明書を発行する業務を行っている。 

 

5 普及活動 

5.1 メールマガジン、ホームページによる情報提供 

マグネシウムに関する国内外の情報提供のため、機関誌「マグネシウム」の発刊、会員向けメールマガジン「マグネ

シウム通信」の配信を行っている。また、当会のホームページでは、会員向けの各種資料を掲載した会員ページの設置、

HOME画面への会員企業のバナー広告掲載（6社）を行っている。 

5.2 各種出版活動 

機関誌をはじめとする書籍、講演会のテキストなどを発刊している。主な書籍等は以下のとおり。 

発刊している主な書籍とその詳細 

タイトル 価格など（価格は税込） 

機関誌「マグネシウム」 月刊 約20頁 660円（年間購読6,600円） 

切削加工マニュアル「マグネシウムの安全切削と切りくずの後処理」 45頁 4,400円（会員）、7,700円（一般） 

マグネシウムの取扱い安全手引き 78頁 4,400円（会員）、7,700円（一般） 

マグネシウムの特性と正しい取扱いDVD 
収録時間11分10秒 

2,200円（会員）、3,300円（一般） 

技術研究報告No.4 

AZ91マグネシウム合金の結晶粒微細化剤～六塩化エタンに代わる新たな微細化剤の検討～ 

鋳造技術分科会研究成果報告書 

54頁 4,400円（会員）、7,700円（一般） 

技術研究報告No.5 

マグネシウム合金の大気中における異種金属接触腐食試験報告書 

表面処理分科会研究成果報告書 

55頁 4,400円（会員）、7,700円（一般） 

技術研究報告No.6 

マグネシウム合金塗装材の長期大気暴露試験報告書 

表面処理分科会研究成果報告書 

61頁 4,400円（会員）、7,700円（一般） 

各種講演会のテキスト 各 6,600円（会員）、11,000円（一般） 

マグネシウム技術便覧 23,049円 
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5.3 展示会への出展 

RX Japan(株)が主催し、東京と大阪と、今年度に初めて名古屋で開催された「高機能金属展」と、東京ビッグサイト

で開催される「N-Plus」に協会のブースを出展した。会員企業の協力により、マグネシウムの特性、製品をPR した。

毎年夏に開催される「経済産業省こどもデー」にも出展し、当会はマグネシウムの特性を紹介する製品等を出展した。 

令和7年度に出展した展示会 

日程 展示会タイトル 会場 出展協力会員 

5/14(水)～16(金) 第12回高機能金属展・大阪 インテックス大阪 
木ノ本伸線、戸畑製作所、日本金属、日本製鋼所、ハシバモールド、 

ミリオン化学、Monko 

8/6(水)～7(木) 経済産業省こどもデー 経済産業省 事務局対応 

10/15(水)～17(金) Nプラス2025 東京ビッグサイト 戸畑製作所、日本金属、ハシバモールド、Monko 

11/12(水)～14(金) 第12回高機能金属展 幕張メッセ 
戸畑製作所、日本金属、日本製鋼所、ハシバモールド、 

藤岡エンジニアリング、マクルウ、Monko 

2/18(水)～20(金) 第1回高機能金属展・名古屋 ポートメッセなごや 木ノ本伸線、戸畑製作所、日本製鋼所、ハシバモールド、セキダイ工業 

 

6. 各種講習会・講演会の開催 

令和7年度は、安全講習会、表面処理分科会例会、溶接関連の講習会を企画したが、開催には至らなかった。 

 

7. 国際交流及び調査 

国際マグネシウム協会（IMA）が主催する IMA国際会議が、オーストリア・ザルツブルグで開催され、日本から17

名がこれに参加し、情報収集、意見交換などの交流が図れた。その他、アメリカ・アーリントンで開催された、中国マ

グネシウム協会総会、香港で開催された第 3 回日中韓マグネシウム交流会、インドで開催された国際会議、IMA 欧州

委員会とのオンラインミーティングに関係者が出席した。 

令和7年度に行った国際交流及び調査 

日程 内容・場所 参加者（敬称略） 

5/11(日) 

～13(火) 

82nd IMA Annual World Magnesium Conference 

オーストリア・ザルツブルク 

日本マグネシウム協会関係出席者 17名（出席者全体約200名） 

日本発表者 

山崎 一正（日本マグネシウム協会／戸畑製作所）、 

附田 之欣（富山大学）、成田 健吾（丸ヱム製作所） 

10/13(月) 

～16(木) 

ISO/TC79/SC5、ISO/TC79/SC5/WG4、ISO/TC79国際会議 

アメリカ・アーリントン 

上本(明星大)、山崎(戸畑製作所)、駒井(日本マグネシウム協会)、他オン

ラインにて数名出席 

10/21(火) 中国マグネシウム協会総会／中国・運城 小原（日本マグネシウム協会）、王（日本製鋼所） 

12/2(火)

～5(金) 

第3回日中韓マグネシウム交流会 

The 3rd Asia-Pacific Magnesium Industry Summit Forum 2025 

香港（香港富豪九龍酒店：Hong Kong Regal Kowloon Hotel） 

日本マグネシウム協会関係出席者 7名（出席者全体77名） 

日本発表者 

鈴木 貴晴（ヤマハ発動機）、小原 久（日本マグネシウム協会）、 

井上 正士（日本マグネシウム協会 ※丸ヱム製作所代理にて） 

12/4(木)

～5(金) 

2nd Conference & Exhibition on Magnesium Casting Technology 

インド・プネー 

主催より日本マグネシウム協会から1名の招待を受け、松本副会長（戸

畑製作所）が参加 

1/27(火) IMA 欧州委員会－JMAとのオンラインミーティング プレゼン：日本から2件（三協立山、日本金属）、IMA側から2件 

 

8. 調査統計活動 

当会は、国内のマグネシウム需要の全体的な動向を把握するため、地金取扱い関連各社の協力を得て、自主統計に

より需要統計を取りまとめており、2024年の国内におけるマグネシウムの需要実績及び2025年の需要見通しを下表

のとおりに作成した。 

＜2024年の需要実績＞ 

2024年の国内マグネシウム需要量は、構造材向けのマグネシウム合金需要量が前年比6.3%増の6,790トン、添加材向けの純マ

グネシウム需要量が同1.0%減の22,250トン、防食その他向けが同増減なしの800トン、輸出が同12.9%減の290トンとなり、全

体では30,130トンで同0.4%の微増となった。 

＜2025年の需要予測＞ 

構造材向けは、鋳物が主に航空機分野、射出成形品と展伸材の鍛造品が主に自動車分野で使用が増えると考えられ、合計では同

3.1%増の7,000トンと予測した。添加材向けは、アルミニウムのリサイクル推進などもあり、各分野で大きな需要増加を見込む

ことが難しく、合計は0.9%微増の22,450トンと予測した。2025年の国内マグネシウム総需要量は、まだまだ厳しい推移が続く

と見られ、若干の回復となる前年比1.6%増の30,600トンと予測した。 
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                     国内マグネシウム需要量          （単位：トン）  

分類＼年 2019 2020 2021 2022 2023 2024 24/23比 2025予測 25/24比予測 

ダイカスト 5,100 4,700 5,200 4,900 4,400 4,600 104.5% 4,600 100.0% 

鋳物 190 100 100 100 90 90 100.0% 100 111.1% 

射出成形 1,200 960 1,000 1,000 1,100 1,100 100.0% 1,200 109.1% 

展伸材 800 700 800 700 700 900 128.6% 1,000 111.1% 

その他合金 300 200 200 100 100 100 100.0% 100 100.0% 

構造材小計 7,590 6,660 7,300 6,800 6,390 6,790 106.3% 7,000 103.1% 

アルミ合金添加 17,000 14,500 16,500 15,000 14,500 14,500 100.0% 14,500 100.0% 

鉄鋼脱硫 4,140 3,000 3,500 3,400 3,080 3,400 110.4% 3,400 100.0% 

ノジュラー鋳鉄 2,700 2,520 2,500 2,600 2,300 1,950 84.8% 1,950 100.0% 

チタン製錬 1,010 1,000 440 725 1,200 900 75.0% 1,000 111.1% 

化学・触媒 1,500 1,350 1,300 1,500 1,400 1,500 107.1% 1,600 106.7% 

添加材小計 26,350 22,370 24,240 23,225 22,480 22,250 99.0% 22,450 100.9% 

防食その他 925 1,000 1,230 1,150 800 800 100.0% 800 100.0% 

内需小計 34,865 30,030 32,770 31,175 29,670 29,840 100.6% 30,250 101.4% 

輸出 225 102 140 490 333 290 87.1% 350 120.7% 

総需要 35,090 30,132 32,910 31,665 30,003 30,130 100.4% 30,600 101.6% 

※マグネシウム地金、粉粒、ビレットの新材の輸出入量・出荷量を基に算出。 

 

9．会員の交流 

会員交流の行事として、第17回通常総会と会員懇談会、令和8年新年会員懇談会、1回の会員情報交流会を行った。 

令和7年度の会員交流の行事 

日程 演題等 場所 参加 

6/4(水) 
第17回通常総会 会員懇談会 

令和6年度（第28回）日本マグネシウム協会賞授賞式 
機械振興会館 ホール／倶楽部 約60名 

1/22(木) 令和8年新年会員懇談会 日比谷松本楼 約80名 

3/26(木) 
第26回会員情報交流会&懇談会 

第35回学生マグネシウムデザインコンテスト表彰式 
機械振興会館 研修室1／倶楽部 約40名 

 

10．褒賞 

令和6年度（第28回）日本マグネシウム協会賞を授与した。受賞者は以下のとおり。 

(1) 技術功労賞 

中田 一博 殿（大阪大学 名誉教授） 

「マグネシウム合金の溶接技術に関する研究開発と普及促進への貢献」 

(2) 功績賞 

木皮 和男 殿（株式会社本田技術研究所 材料研究センター モビリティ材料研究開発室 事業革新材料ブロック） 

「溶湯難燃マグネシウム合金の開発と普及並びに協会事業活動への貢献」 

(3) 奨励賞 

水落 新 殿（ヤマハ発動機株式会社 生産本部製造技術統括部PTアルミ技術部加工技術 1G） 

「マグネシウム製品の機械加工技術開発と量産部品展開」 

(4) 技術賞 

株式会社日本製鋼所 広島製作所 DM技術部 殿 

「超大型マグネシウム射出成形機JLM3000-MGⅡeL」 

(5) 優秀安全賞（第9回） 

三協立山株式会社 三協マテリアル社 

日豊産業株式会社 

 

11. 関係機関、他団体との協力 

①関係機関との協力 

(国研)産業技術総合研究所、(国研)物質・材料研究機構、茨城県産業技術イノベーションセンター、 
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②非鉄金属関連団体との協力 

(一社)日本伸銅協会、(一社)日本アルミニウム協会、(一社)日本アルミニウム合金協会、(一社)日本チタン協会、 

(一社)日本電線工業会、(一社)新金属協会、(一社)軽金属製品協会 

③業界関連団体との協力 

(一財)日本規格協会、(一社)日本ダイカスト協会、(一財)素形材センター、(一社)軽金属学会、(一社)日本溶接協会、

(一社)軽金属溶接協会、(一財)日本ウエザリングテストセンター、(公財)スガウェザリング技術振興財団、 

ステンレス協会、(公財)日本分析化学会、(一社)日本金属プレス工業協会、(一社)日本AM協会、 

(一社)日本AM学会 

④全国各地で開催されているマグネシウム研究会への協力・支援 

先進軽金属材料国際研究機構（ILM）、東北マグネシウム研究会（経済産業省東北経済産業局）、 

茨城マグネシウムR&D、先端Mg合金研究会（兵庫県・(公財)新産業創造研究機構）、 

高性能Mg合金創成加工研究会（熊本県） 

 

12. 事務局 

職 員：常勤役員 専務理事1名、業務担当3名（パート1名含む） 

事務所：令和7年11月27日に東京都中央区京橋2-8-10 木下ビル2Fに移転 

以上 

 



(単位:円)
科　　　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ資産の部
　　　1流動資産
　　　　　　現　　　金　　　預　　　　金 9,774,829 6,602,571 3,172,258
　　　　　　　　　現　　　　　 　 　　　金 10,070 10,000 70
                  普　　 通　　預　 　金 3,764,759 6,592,571 △ 2,827,812
　　　　　　　　　定　　 期　　預　　 金 6,000,000 0 6,000,000
　　　　　　受　　　託　　　会　　　計 0 0 0
　　　　　　未　　　収　　　入　　　金 0 2,200,000 △ 2,200,000
　　　　　　前　　　払　　　費　　　用 338,338 348,810 △ 10,472
　　　　　　仮　　　払　　　費　　　用 432,814 1,697,118 △ 1,264,304
　　　　流動資産合計 10,545,981 10,848,499 △ 302,518
　　　2固定資産
　　　　(1)　特定資産
　　　　　　　  退 職 給 付 引 当 資 産 2,800,000 2,100,000 700,000
             特定資産合計 2,800,000 2,100,000 700,000
　　　　(2) その他固定資産
　　　　　　　　敷　　　　　　　　　　金 2,366,000 2,536,800 △ 170,800
　　　　　　　　什　 　器　  備 　　品 0 0 0
　　　　　　　　建　物　付　属　設　備 370,169 587,446 △ 217,277
　　　　　　その他固定資産合計 2,736,169 3,124,246 △ 388,077
　　固定資産合計 5,536,169 5,224,246 311,923
　　資産合計 16,082,150 16,072,745 9,405
Ⅱ負債の部
　　　1流動負債
                未        払          金 0 700,000 △ 700,000
                前     受     会     費 0 790,000 △ 790,000
                預         り          金 6,279,390 8,050,805 △ 1,771,415
                便 覧 編 集 準 備 金 95,449 95,449 0
　　　　流動負債合計 6,374,839 9,636,254 △ 3,261,415
　　　2固定負債
　　　　　　　  退 職 給 付 引 当 金 2,800,000 2,100,000 700,000
　　　　固定負債合計 2,800,000 2,100,000 700,000
　　　負債合計 9,174,839 11,736,254 △ 2,561,415
Ⅲ　正味財産の部
　　1指定正味財産合計
　　　　　　指定正味財産合計
　　2一般正味財産合計 6,907,311 4,336,491 2,570,820
　　　　   (うち特定資産への充当額)
         正味財産合計 6,907,311 4,336,491 2,570,820
　　　　　　負債及び正味財産合計 16,082,150 16,072,745 9,405

貸  借  対  照  表
令和８年３月３１日
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(単位:円)
　　　　科　　　　　　　　目 当 年 度 前 年 度 増 減
Ⅰ一般正味財産増減の部
　　1.経常損益の部
　　(1)経常収益

会 費 収 入 計 19,000,000 20,414,000 △ 1,414,000
入 会 金 （ 正 会 員 ） 20,000 10,000 10,000
個 人 会 費 390,000 474,000 △ 84,000
会 費 18,590,000 19,930,000 △ 1,340,000
試 験 研 究 特 別 費 0 0 0
事 業 収 入 計 8,535,808 12,175,776 △ 3,639,968
出 版 収 入 234,028 166,867 67,161
広 告 収 入 5,578,000 4,986,000 592,000
講 演 会 収 入 481,780 2,388,000 △ 1,906,220
試 験 ・ 調 査 受 託 費 2,242,000 4,634,909 △ 2,392,909
雑 収 入 計 1,328,143 5,167,490 △ 3,839,347
雑 収 入 1,313,384 5,162,964 △ 3,849,580
受 取 利 息 14,759 4,526 10,233

経常収益計 28,863,951 37,757,266 △ 8,893,315
　　2.経常費用
    事　業　費　支　出 21,698,357 24,142,826 △ 2,444,469

給 料 手 当 11,604,369 11,390,247 214,122
福 利 厚 生 費 1,700,090 1,664,640 35,450
研 究 調 査 費 406,239 484,456 △ 78,217
普 及 宣 伝 費 2,170,170 2,700,490 △ 530,320
デ ザ イ ン コ ン テ ス ト 費 625,366 515,536 109,830
マ グ ネ 協 会 賞 283,476 474,105 △ 190,629
印 刷 製 本 費 1,323,409 1,488,365 △ 164,956
旅 費 交 通 費 279,660 276,438 3,222
溶 接 実 技 講 習 費 0 0 0
会 議 費 166,247 239,320 △ 73,073
諸 会 費 1,482,547 1,596,834 △ 114,287
通 信 運 搬 費 404,959 423,479 △ 18,520
国 際 交 流 費 921,300 2,440,217 △ 1,518,917
賃 借 費 256,740 177,790 78,950
消 耗 品 費 15,754 9,190 6,564
謝 金 53,411 261,719 △ 208,308
雑 費 4,620 0 4,620
支 部 費 0 0 0

    管　理　費　支　出 12,563,462 12,202,693 360,769
給 料 手 当 2,991,138 2,907,958 83,180
福 利 厚 生 費 516,207 540,724 △ 24,517
退 職 給 付 費 用 700,000 700,000 0
印 刷 製 本 費 38,940 142,000 △ 103,060
旅 費 交 通 費 293,600 255,650 37,950
会 議 費 489,449 423,642 65,807
定 時 総 会 費 0 131,285 △ 131,285
通 信 運 搬 費 193,638 189,866 3,772
借 室 費 4,157,645 4,963,858 △ 806,213
事 務 用 品 費 0 0 0
消 耗 品 費 10,396 10,336 60
租 税 公 課 724,500 70,062 654,438
什 器 備 品 費 0 0 0
事 務 委 託 費 1,808,500 1,808,500 0
減 価 償 却 費 585,731 46,652 539,079
雑 費 53,718 12,160 41,558

　　経常費用計 34,261,819 36,345,519 △ 2,083,700
　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 5,397,868 1,411,747 △ 6,809,615
　　　評価損益等
　　　当期経常増減額 △ 5,397,868 1,411,747 △ 6,809,615
2　経常外増減の部
　　(1)経常外収益
　　　　経常外収益計 10,861,600 0 10,861,600
　　　　投資活動収入計 10,861,600 0 10,861,600
　　(2)経常外費用
　　　 経常外費用計 2,892,912 0 2,892,912
　　　 当期経常外増減額 7,968,688 0 7,968,688
　　　 当期一般正味財産増減額　　 △ 5,397,868 1,411,747 △ 6,809,615
　　　　一般正味財産増減額 4,336,491 2,924,744 1,411,747
　　　　一般正味財産期末残高 6,907,311 4,336,491 2,570,820
Ⅱ指定正味財産増減の部 0 0 0
　　　　当期正味財産増減額 0 0 0
　　　　当期正味財産期首残高 0 0 0
　　　　当期正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ正味財産期末残高 6,907,311 4,336,491 2,570,820

正 味 財 産 増 減 計 算 書
令和７年４月１日～令和８年３月３１日
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　　　　　　(単位:円)

　　　　科　　　　　　　　目 総 合 計 一 般 会 計
省エネルギー等
国 際 標 準 開 発

Ⅰ一般正味財産増減の部
　　1.経常損益の部
　　(1)経常収益

入 会 金 20,000 20,000
個 人 会 費 390,000 390,000
会 費 18,590,000 18,590,000
試 験 研 究 特 別 費 44,446 0 44,446
委 託 金 7,550,320 0 7,550,320
研 究 ・ 調 査 事 業 収 入 2,242,000 2,242,000
事 業 収 入 6,293,808 6,293,808
雑 収 入 1,328,143 1,328,143

　　経常収益合計 36,458,717 28,863,951 7,594,766
　 （2）経常費用
　　  事　業　費  支　出 29,293,123 21,698,357 7,594,766

給 料 手 当 11,833,169 11,604,369 228,800
福 利 厚 生 費 1,700,090 1,700,090
研 究 調 査 費 406,239 406,239
普 及 宣 伝 費 2,170,170 2,170,170
デ ザ イ ン コ ン テ ス ト 費 625,366 625,366
マ グ ネ 協 会 賞 283,476 283,476
印 刷 製 本 費 1,323,409 1,323,409
旅 費 交 通 費 4,543,677 279,660 4,264,017
溶 接 実 技 講 習 費 0 0
会 議 費 172,839 166,247 6,592
諸 会 費 1,482,547 1,482,547
通 信 運 搬 費 404,959 404,959
国 際 交 流 費 921,300 921,300
賃 借 費 1,686,740 256,740 1,430,000
消 耗 品 費 582,815 15,754 567,061
謝 金 53,411 53,411
雑 費 4,620 4,620
支 部 費 0 0
諸 経 費 411,904 0 411,904
( 一 般 管 理 費 ) (686,392) 0 (686,392)

　　管　理　費　支　出 12,563,462 12,563,462
給 料 手 当 2,991,138 2,991,138
福 利 厚 生 費 516,207 516,207
退 職 給 付 費 用 700,000 700,000
印 刷 製 本 費 38,940 38,940
旅 費 交 通 費 293,600 293,600
会 議 費 489,449 489,449
定 時 総 会 費 0 0
通 信 運 搬 費 193,638 193,638
借 室 費 4,157,645 4,157,645
消 耗 品 費 0 0
事 務 用 品 費 10,396 10,396
減 価 償 却 費 724,500 724,500
租 税 公 課 0 0
什 器 備 品 費 1,808,500 1,808,500
事 務 委 託 費 585,731 585,731
雑 費 53,718 53,718

　　経常費用合計 41,856,585 34,261,819 7,594,766
　　経常費用計 △ 5,397,868 △ 5,397,868 0
2　経常外増減の部
　　(1)経常外収益
　　　　経常外収益合計 10,861,600 10,861,600 0
　　(2)経常外費用
　　　 経常外費用合計 0 0 0
　　　 当期経常外増減額 2,892,912 2,892,912 0
　　　 当期一般正味財産増減額　　 7,968,688 7,968,688 0
　　　　一般正味財産増減額 △ 5,397,868 △ 5,397,868 0
　　　　一般正味財産期首残高 4,336,491 4,336,491 0
　　　　一般正味財産期末残高 6,907,311 6,907,311 0
Ⅱ指定正味財産増減の部 0
　　　　当期正味財産増減額 0 0 0
　　　　当期正味財産期首残高 0 0 0
　　　　当期正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ正味財産期末残高 6,907,311 6,907,311 0

正　　味　　財　　産　　総　　括　　表
令和7年4月1日～令和8年3月31日
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(単位:円)
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額

　　(流動資産)
現金 手許資金 運転資金として 10,070
預金 預金合計 9,764,759

普通預金 3,764,759
　みずほ銀行八重洲口支店 1,649,767
　三井住友銀行東京中央支店 274,289
　三菱UFJ銀行日本橋支店 1,565,507
　三菱UFJ銀行八重洲通支店 7,457
　ゆうちょ銀行東京貯金事務センター 237,291
　ゆうちょ銀行一三八 30,448
定期預金 6,000,000
　三菱UFJ銀行八重洲支店 6,000,000

受託会計 0
　ｴﾈﾙｷﾞｰ等国際標準化 0
　Mg粉末積層造形事業化 0
未収入金 0
前払費用 338,338
　前払費用 338,338
仮払金 432,814
　仮払金 414,376
　マグネシウム便覧 18,438

　　流動資産合計 10,545,981
(固定資産)
　特定資産 退職給付引当資産 2,800,000

  みずほ銀行八重洲口支店 2,800,000
　その他固定資産 2,736,169

敷金 2,366,000
　借室敷金 2,366,000
建物付属設備 370,169
　建物付属設備 370,169
什器備品 0
　　什器備品 0

　　固定資産合計 5,536,169
　　資産合計 16,082,150
(流動負債)

未払金 0
　未払金 0
前受会費 0
　前受会費 0
預り金 6,279,390
　学生奨学金 515,322
　預り金 4,200,000
　環境対策引当金 572,326
  燃焼試験WG試験 327,442
　賀詞交歓会 514,300
　30周年記念広告掲載料 150,000
便覧編集準備金 95,449
　便覧編集準備金 95,449

流動資負債合計 6,374,839
(固定負債)

退職給付引当金 2,800,000
　退職給付引当金 2,800,000

固定負債合計 2,800,000
　　　負債合計 9,174,839
　　　正味財産 6,907,311
負債・純資産合計 16,082,150

令和８年３月３１日
財産目録
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